
  

 

平成２１年１月２９日 

 

原料価格の変動とガス料金の調整について 

 

東京ガス株式会社 

広   報   部 

 

東京ガス株式会社は、「原料費調整制度」に基づき、平成２１年４月検針分

の従量料金単価（東京地区等）を、平成２１年１月～３月検針分に比べ１㎥（４

５ＭＪ）につき１．２３円（消費税込）上方に調整させて頂きます。 

今回の調整は、平成２０年１０月～１２月の平均原料価格および平成２１年

１月～３月期の小口規制ガス料金の激変緩和のための特別措置に伴う調整に基

づくものです。 

これにより、１ヶ月に３４㎥（４５ＭＪ／㎥）のガスをお使いになる標準  

家庭で、平成２１年１月～３月検針分に比較して、４１円（消費税込）ガス料

金が上がります。 

また、平成２１年４月検針分に適用するガス料金につきましては、当社支店

等の店頭での掲示や平成２１年３月の検針票であらかじめお客さまにお知らせ

致します。 

なお、これまで「原料費調整制度」に基づく従量料金単価の調整は３ヶ月毎

に行ってまいりましたが、近年における原料価格の急激かつ大幅な変動を受け

て、経済産業相の諮問機関である総合資源エネルギー調査会の都市熱エネルギ

ー部会において「原料費調整制度」について見直しが行われた結果、従量料金

単価の調整を平成２１年５月検針分のガス料金から 1 ヶ月毎に調整させて頂く

予定となりました。詳細につきましては、決定次第お知らせ致します。 

 

１．平成２１年４月ガス料金 

（１）供給約款料金表（東京地区等） 

      （各月のご使用量に応じてＡ～Ｆの各料金が適用されます。） 

 料金表Ａ 料金表Ｂ 料金表Ｃ 料金表Ｄ 料金表Ｅ 料金表Ｆ 

月間使用量 0～20 ㎥ 21～80 ㎥ 81～200 ㎥ 201～500 ㎥ 501～800 ㎥ 801 ㎥～ 

基本料金 

（円／月） 
724.50 1,081.50 1,333.50 2,467.50 5,722.50 13,618.50

従量料金 

（円／㎥） 
161.89 144.04 140.89 135.22 128.71 118.84 

(参考)  

1 月～3月 

従量料金 

(160.66) (142.81) (139.66) (133.99) (127.48) (117.61) 

（消費税込）



（２）標準家庭における影響                                  （円／月） 

１ヶ月のご使用量

３４㎥ 

(４５ＭＪ／㎥) 

平成 21 年 1 月～3月 

適用料金 

平成 21 年 4 月 

適用料金 
増減 

消費税込 ５，９３７ ５，９７８ ４１ 

○標準家庭ガス料金は、ご家庭１件当たり平均使用量／月（2001 年度～2005 年度の５ヶ年平均）

に基づき算定しています。 

 

［参 考］１ヶ月に５０㎥お使いのご家庭における影響               （円／月） 

１ヶ月のご使用量

５０㎥ 

(４５ＭＪ／㎥) 

平成 21 年 1 月～3月 

適用料金 

平成 21 年 4 月 

適用料金 
増減 

消費税込 ８，２２２ ８，２８３ ６１ 

 

 

２．原料価格の変動 

                          （円／ｔ） 

基準平均原料価格（ａ） ５３，８１０ 

平成 20 年 10 月～12 月 平均原料価格（ｂ） ７３，０１０ 

Ｌ   Ｎ   Ｇ ７３，１１０  

 Ｌ   Ｐ   Ｇ ７１，０８０ 

差     額（ｂ－ａ） １９，２００ 

注．ＬＮＧ価格、ＬＰＧ価格はともに貿易統計値。 

 

［参 考］原料費調整制度の概要 

○為替レートや原油価格の変動等による原料価格の変動に応じて、３ヶ月毎にガス料金

の従量料金単価（ガス１㎥当たりの単価）を調整する制度です。 

○「基準平均原料価格（５３,８１０円／ｔ）」と「平均原料価格（四半期毎のＬＮＧ、

ＬＰＧの輸入価格より算定）」との差額に基づいて、原料価格の変動１００円につき、

ガス１㎥当たり０.０８４円（０.０８０円に１.０５(消費税)を乗じた値）従量料金

単価が調整されます。 

○原料価格の変動については、ＬＮＧ、ＬＰＧとも貿易統計実績によります。 

○料金の小幅かつ頻繁な調整や、大幅な変動を避けるための仕組みを設けています。 

具体的には、以下のとおりです。 

・「基準平均原料価格（５３,８１０円／ｔ）」と「平均原料価格」との差額が      

２，６９０円以内である時は、ガス料金の調整は行われません。 

・「平均原料価格」が８６,１００円（上限値）を超えた場合には、「平均原料価格」

は８６,１００円であるとしてガス料金の調整を行います。 

○原料費調整制度は、群馬地区、甲府地区には適用されません。 



原料費調整単価の計算 

 

■平均原料価格の算定 

 

ＬＮＧ平均価格（貿易統計値）   ７３，１１０ 円／ｔ    ×  ０.９６０４ 

 

ＬＰＧ平均価格（貿易統計値）    ７１，０８０ 円／ｔ    ×  ０.０３９３ 

＋）                                                               

                            

                               ７３，００８．２８８ 

                      ↓（１０円未満四捨五入）  

                               ７３，０１０ 円／ｔ 

 

 

■原料価格変動額の算定 

 

        ７３，０１０ 円／ｔ    － ５３,８１０円／ｔ  ＝   １９，２００ 円／ｔ 

                                                        （１００円未満切り捨て）  

                                                                   ↓ 

                                                            １９，２００  円／ｔ     

 

■単位料金調整額（ｍ³あたり調整額）の算定 

 

    単位料金調整額  ＝       １９，２００円     ／ １００円   ×  ０.０８４（＊） 

 

     ＝       １６．１２円      （小数第３位切り捨て） 

＊変動額１００円につき従量料金単価を１㎥当たり０.０８４（0.080×1.05）円調整します。 

 

 

■平成２１年１～３月期の小口規制ガス料金の激変緩和のための特別措置に伴う加算額 

 

単位料金加算額 ＝ ０．９４円  （＊一般ガス供給約款・家庭用選択約款の場合） 

 

単位料金加算額 ＝ ０．５９円  （＊家庭用以外の選択約款の場合） 

 

 

■激変緩和のための特別措置に伴う調整後の単位料金調整額（㎥あたり調整額）の算定 

 

≪一般ガス供給約款・家庭用選択約款の場合≫ 

単位料金調整額  ＝  １６．１２円   ＋    ０．９４円（特別措置による調整額） 

   

         ＝  １７．０６円    （対基準変動額） 

 

≪家庭用以外の選択約款の場合≫ 

単位料金調整額  ＝  １６．１２円   ＋    ０．５９円（特別措置による調整額） 

   

         ＝  １６．７１円    （対基準変動額） 

 

 

 



■標準家庭における影響 

 （円／月） 

１ヶ月のご使用量 

３４㎥ 

(４５ＭＪ／㎥) 

平成 21 年 1 月～3月 

適用料金 

（激変緩和措置適用後*）

平成 21 年 4 月 

適用料金 
増減 

消費税込み ５，９３７ ５，９７８ ４１ 

・小数点以下切捨て 

○標準家庭料金の計算方法 

本体料金（税込） ＝基本料金（１,０８１.５０円） 

       ＋従量料金（１２６.９８円  ＋   １７．０６円  ）× ３４㎥ 

                         ↑ 

              料金改定届出時の従量料金(税込)  ・小数点以下切捨て 

 

＊激変緩和のための特別措置につきましては、当社ホームページ（平成２０年１０月３１

日プレスリリース：http://www.tokyo-gas.co.jp/Press/20081031-05.html）をご参照

下さい。 

 

以 上 

http://www.tokyo-gas.co.jp/Press/20081031-05.html

